
 

短
歌
を
詠
も
う 

  

毎
日
が
暇
過
ぎ
て
無
理
ど
う
し
よ
う
暇
で
暇
で
あ
ぁ
暇
過
ぎ
る
の
だ 

（高
校
生
女
子
） 

  

多
く
の
人
は
課
題
に
励
ん
で
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
課
題
を
終
え
た
人
の
中
に
は
、
こ
の
短
歌
の

よ
う
な
気
持
ち
の
人
も
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。
短
歌
は
、
五
七
五
七
七
の
五
句
三
十
一
音
で
表

現
さ
れ
る
定
型
詩
で
す
。
喜
び
や
悲
し
み
、
苦
し
み
な
ど
を
表
現
す
る
こ
と
で
、
自
分
自
身
を
見
つ

め
直
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
感
情
が
込
め
ら
れ
た
作
品
は
、
人
の
心
を
打
ち
、
生
き
る
勇
気
す
ら
与

え
、
そ
の
意
味
か
ら
も
優
れ
た
文
学
活
動
と
言
え
ま
す
。 

自
宅
で
過
ご
す
時
間
が
増
え
た
今
、
自
分
の
気
持
ち
と
向
き
合
っ
て
、
鬱
々
と
し
た
気
持
ち
を

三
十
一

み

そ

ひ

と

文
字

も

じ

に
乗
せ
て
吹
き
飛
ば
し
て
み
ま
せ
ん
か
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

ル
ー
ル 

⑴
基
本
的
に
字
数
（
音
数
）
は
五
・
七
・
五
・
七
・
七
を
定
型
と
す
る
。 

た
だ
し
、
字
余
り
、
字
足
ら
ず
の
例
外
も
可
。 

 

音
数
の
数
え
方 

①
拗
音
（
小
さ
な
「
や
ゆ
よ
」
「
あ
い
う
え
お
」
）
は
前
の
字
と
合
わ
せ
て
一
音
と
数
え
る
。 

（
例
）
カ
フ
ェ
オ
レ 

…
四
音 

②
發
音
（
小
さ
な
「
つ
」
）
は
こ
れ
だ
け
で
一
音
と
数
え
る
。 

 

（
例
）
バ
ッ
ト 

 
 

…
三
音 

③
長
音
（
伸
ば
す
「—

」
）
は
こ
れ
だ
け
で
一
音
と
数
え
る
。 （

例
）
ボ
ー
ル 

 
 

…
三
音 

 

※
決
ま
り
の
音
数
よ
り
も
多
い
も
の
を
「
字
余
り
」
、
少
な
い
も
の
を
「
字
足
ら
ず
」
と
い
う
。 

ま
た
、
短
歌
は
一
首
（
し
ゅ
）
、
二
首
…
（
し
ゅ
）
と
数
え
る
。 

問 

次
の
言
葉
は
何
音
か
。 

①
ソ
イ
ラ
テ 
 

 
 

 

（ 
 

 

）
音 

 

②
シ
ュ
ノ
ー
ケ
リ
ン
グ 

 
 

 

（ 
 

 

）
音 

③
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル 

（ 
 

 

）
音 

 

④
兵
庫
県
立
神
戸
高
塚
高
等
学
校
（ 

 
 

）
音 

 

⑵
心
の
揺
れ
（
感
動
、
喜
び
、
楽
し
さ
、
悲
し
み
、
苦
し
さ
、
辛
さ
、
怒
り 

な
ど
）
に
つ
い
て

事
実
を
細
か
く
述
べ
て
う
た
う
。 

 

⑶
あ
り
き
た
り
の
表
現
で
は
な
く
、
リ
ズ
ム
を
つ
け
た
詩
的
表
現
を
心
が
け
る
。 

 

ワ
ー
ク
１ 

⑴
～
⑶
の
ル
ー
ル
に
注
意
し
て
短
歌
を
詠
み
、
左
の
欄
に
平
仮
名
で
書
こ
う
。 

＊
一
マ
ス
＝
一
音
と
し
て
使
う
。 

         

ワ
ー
ク
２ 

ワ
ー
ク
１
で
詠
ん
だ
短
歌
を
句
切
り
の
ス
ペ
ー
ス
を
空
け
ず
に
、
漢
字
を
用
い
て 

書
こ
う
。 

      

     

     

     

     

     

     

     


